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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第22期

第２四半期連結
累計期間

第23期
第２四半期連結
累計期間

第22期

会計期間
自  平成23年２月１日
至  平成23年７月31日

自  平成24年２月１日
至  平成24年７月31日

自  平成23年２月１日
至  平成24年１月31日

売上高 (千円) 1,398,386 1,434,481 2,798,867

経常利益 (千円) 443,491 303,214 818,515

四半期(当期)純利益 (千円) 294,442 179,028 513,778

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) 251,944 191,106 465,491

純資産額 (千円) 2,344,709 2,503,583 2,446,538

総資産額 (千円) 2,802,096 2,916,622 3,000,272

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 65.89 40.06 114.97

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 83.7 85.8 81.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 249,141 100,773 632,123

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △27,644 △388,782 △126,242

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △111,422 △134,001 △223,230

現金及び現金同等物の四半期
末(期末)残高

(千円) 1,892,118 1,649,004 2,059,218

　

回次
第22期

第２四半期連結
会計期間

第23期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自  平成23年５月１日
至  平成23年７月31日

自  平成24年５月１日
至  平成24年７月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 36.42 20.13

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第22期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

５．第23期は決算期の変更に伴い、平成24年２月１日から平成24年12月31日までの11か月の変則決算となってお

ります。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

なお、当第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　

経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）セグメント情報」の「Ⅱ　２．報告セ

グメントの変更等に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災後の復旧・復興需要や、政府による各

種政策等により、企業業績及び個人消費の持ち直しが見られた一方、欧州債務危機の問題や長期化する円

高など、景気下押しリスクを抱えて、先行きに対する不透明感が払拭されるまでには至りませんでした。

当社グループ（当社及び連結子会社）が主に関連する住宅産業におきましては、住宅エコポイントや

フラット35Sの金利優遇措置等の政策支援が継続したこともあり、新設住宅着工戸数は増加基調にあるも

のの、雇用・所得環境に対する先行き不安などによって住宅投資意欲にやや抑制がかかり、需要の本格的

な回復には至りませんでした。

このような事業環境の中、当社グループは、設計コンサルティング事業において設計積算業務の市場

シェアを拡大するべく営業活動に注力するとともに、中長期的な成長を目指して新しい事業分野を開拓

し、事業の収益基盤の強化に取り組みました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,434百万円（前年同期比2.6％増）、営業利益297百

万円（前年同期比32.6％減）、経常利益303百万円（前年同期比31.6％減）、四半期純利益179百万円（前

年同期比39.2％減）となり、増収減益となりました。
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セグメント別の業績は次のとおりであります。なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメント

として記載する事業セグメントを変更しており、当第２四半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区

分に基づいております。

①　設計コンサルティング事業

太陽光設備設計業務の新規受託が拡大したものの、主力の給排水設備設計業務の受託が減少した

ことにより、売上高は998百万円（前年同期比9.2％減）、営業利益は340百万円（前年同期比27.8％

減）となりました。

②　カスタマーサポート事業

カスタマーサポートサービスの新規受託が順調に推移した結果、売上高は259百万円（前年同期比

14.9％増）となりましたが、将来の受託拡大に向けた人員強化により営業利益は21百万円（前年同

期比63.1％減）となりました。

③　申請監理事業

大型再開発案件の引渡しがあったことにより、売上高は176百万円（前年同期比141.6％増）、営業

利益は26百万円（前年同期比1,106.1％増）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

①　資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べて5.2％減少し、2,522百万円となりました。これは、主として現

金及び預金が107百万円減少したことによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて15.8％増加し、394百万円となりました。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、2.8％減少し、2,916百万円となりました。

②　負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べて29.0％減少し、368百万円となりました。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて27.6％増加し、44百万円となりました。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末と比べて25.4％減少し、413百万円となりました。

③　純資産

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2.3％増加し、2,503百万円となりました。これは、四半期純

利益（179百万円）の計上による増加の一方で、配当金による取崩し（134百万円）により、利益剰余金

が44百万円増加したこと等によります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度

末に比べ410百万円減少して1,649百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、得られた資金は100百万円（前年同期比59.6％減）となりました。これは主として、

税金等調整前四半期純利益300百万円を基礎として、法人税等の支払額192百万円を支出したことによ

るものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、使用した資金は388百万円（前年同期比1,306.4％増）となりました。これは主とし

て、定期預金の預入による支出302百万円及び有形・無形固定資産の取得による支出79百万円でありま

す。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、使用した資金は134百万円（前年同期比20.3％増）となりました。これは、配当金

134百万円を支出したことによるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は34百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年７月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年９月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,658,000 4,658,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 4,658,000 4,658,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年５月１日～
平成24年７月31日

- 4,658,000 - 87,232 - 118,032
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(6) 【大株主の状況】

平成24年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

岩崎  辰之 東京都葛飾区 1,142,000 24.52

パナソニック株式会社 大阪府門真市大字門真1006番地 694,000 14.90

株式会社ＬＩＸＩＬ 東京都江東区大島２－１－１ 440,000 9.45

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１－８－11 253,400 5.44

株式会社エプコ(自己株式)
東京都足立区千住仲町41－１
三井生命北千住ビル

189,273 4.06

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２－11－３ 172,700 3.71

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED
STOCK FUND(PRINCIPAL ALL
SECTOR SUBPORTFOLIO)
(常任代理人  三菱東京ＵＦＪ銀
行)

82 DEVONSHIRE ST BOSTON MASSACHUSETTS
02109360582
(東京都千代田区丸の内２－７－１)

147,600 3.17

RBC DEXIA ISB A/C LUX NON
RESIDENT/DOMESTIC RATE
(常任代理人  シティバンク銀
行)

14 PORTE DE FRANCE, ESCH－SUR－ALZETTE,
LUXEMBOURG, L-4360
(東京都品川区東品川２－３－14)

85,000 1.82

エプコ社員持株会
東京都足立区千住仲町41－１
三井生命北千住ビル４階

40,500 0.87

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１－６－１ 36,500 0.78

橋本総業株式会社 東京都中央区日本橋小伝馬町９－９ 28,000 0.60

計 ― 3,228,973 69.32

(注) 上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 137,600株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 171,800株
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成24年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 189,200 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 4,467,500 44,675 ―

単元未満株式 普通株式 1,300 ― 1単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 　 4,658,000 ― ―

総株主の議決権 ― 44,675 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合
(％)

株式会社エプコ
東京都足立区千住仲町41－１
三井生命北千住ビル

189,200 ― 189,200 4.06

計 ― 189,200 ― 189,200 4.06

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年５月１日

から平成24年７月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年２月１日から平成24年７月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,059,218 1,951,404

受取手形及び売掛金 352,234 384,375

仕掛品 169,571 137,899

繰延税金資産 28,133 7,193

その他 52,389 44,737

貸倒引当金 △1,536 △3,054

流動資産合計 2,660,012 2,522,557

固定資産

有形固定資産 130,492 164,122

無形固定資産 52,587 64,198

投資その他の資産 ※
 157,180

※
 165,744

固定資産合計 340,260 394,065

資産合計 3,000,272 2,916,622

負債の部

流動負債

買掛金 20,551 27,861

未払法人税等 169,890 77,519

前受金 188,169 122,674

賞与引当金 8,575 6,040

その他 131,871 134,683

流動負債合計 519,058 368,779

固定負債

長期未払金 15,028 15,028

その他 19,646 29,231

固定負債合計 34,675 44,260

負債合計 553,733 413,039

純資産の部

株主資本

資本金 87,232 87,232

資本剰余金 118,032 118,032

利益剰余金 2,489,918 2,534,885

自己株式 △188,763 △188,763

株主資本合計 2,506,419 2,551,386

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △59,880 △47,803

その他の包括利益累計額合計 △59,880 △47,803

純資産合計 2,446,538 2,503,583

負債純資産合計 3,000,272 2,916,622
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年２月１日
　至 平成23年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年２月１日
　至 平成24年７月31日)

売上高 1,398,386 1,434,481

売上原価 693,678 838,786

売上総利益 704,707 595,695

販売費及び一般管理費 ※
 263,881

※
 298,531

営業利益 440,826 297,163

営業外収益

受取利息 357 985

業務受託料 2,752 2,815

為替差益 － 69

持分法による投資利益 － 1,979

その他 263 200

営業外収益合計 3,373 6,050

営業外費用

為替差損 708 －

営業外費用合計 708 －

経常利益 443,491 303,214

特別利益

社宅移転補償金 25,389 －

特別利益合計 25,389 －

特別損失

固定資産除売却損 259 2,397

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,778 －

特別損失合計 7,038 2,397

税金等調整前四半期純利益 461,842 300,816

法人税、住民税及び事業税 163,031 100,331

法人税等調整額 4,369 21,456

法人税等合計 167,400 121,788

少数株主損益調整前四半期純利益 294,442 179,028

四半期純利益 294,442 179,028
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年２月１日
　至 平成23年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年２月１日
　至 平成24年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 294,442 179,028

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △42,498 12,077

その他の包括利益合計 △42,498 12,077

四半期包括利益 251,944 191,106

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 251,944 191,106

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年２月１日
　至 平成23年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年２月１日
　至 平成24年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 461,842 300,816

減価償却費 30,748 30,991

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,778 －

持分法による投資損益（△は益） － △1,979

売上債権の増減額（△は増加） △99,180 △31,251

仕入債務の増減額（△は減少） △1,897 6,573

その他 4,992 △12,047

小計 403,284 293,103

利息及び配当金の受取額 357 363

社宅移転補償金の受取額 22,494 －

法人税等の支払額 △176,995 △192,915

法人税等の還付額 － 221

営業活動によるキャッシュ・フロー 249,141 100,773

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △302,400

有形固定資産の取得による支出 △11,485 △56,660

無形固定資産の取得による支出 △14,444 △22,440

その他 △1,714 △7,281

投資活動によるキャッシュ・フロー △27,644 △388,782

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △111,422 △134,001

財務活動によるキャッシュ・フロー △111,422 △134,001

現金及び現金同等物に係る換算差額 △41,731 11,796

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 68,343 △410,213

現金及び現金同等物の期首残高 1,823,774 2,059,218

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,892,118

※
 1,649,004

EDINET提出書類

株式会社エプコ(E05293)

四半期報告書

14/20



【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年２月１日  至  平成24年７月31日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　

前連結会計年度
(平成24年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年７月31日)

投資その他の資産 1,186千円
　

　 1,186千円
　

　

(四半期連結損益計算書関係)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年２月１日
至  平成23年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年２月１日
至  平成24年７月31日)

給与手当 74,690千円 85,191千円

役員報酬 46,304 50,864

貸倒引当金繰入額 1,431 1,517

賞与引当金繰入額 337 542

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲載されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年２月１日
至  平成23年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年２月１日
至  平成24年７月31日)

　 (平成23年７月31日現在) (平成24年７月31日現在)

現金及び預金 1,892,118千円 1,951,404千円

預入期間が３か月を超える定期預金 ― △302,400

現金及び現金同等物 1,892,118 1,649,004

　

EDINET提出書類

株式会社エプコ(E05293)

四半期報告書

15/20



　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　平成23年２月１日　至　平成23年７月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月26日
定時株主総会

普通株式 111,718 25平成23年１月31日 平成23年４月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年９月８日
取締役会

普通株式 111,718 25平成23年７月31日 平成23年10月７日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成24年２月１日　至　平成24年７月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年４月25日
定時株主総会

普通株式 134,061 30平成24年１月31日 平成24年４月26日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年９月７日
取締役会

普通株式 134,061 30平成24年７月31日 平成24年10月５日 利益剰余金

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自  平成23年２月１日  至  平成23年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

設計コンサル
ティング

カスタマー
サポート

申請監理 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,099,126226,232 73,0271,398,386 ― 1,398,386

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,099,126226,232 73,0271,398,386 ― 1,398,386

セグメント利益 471,566 57,579 2,162 531,308△90,482440,826

（注）１．セグメント利益の調整額△90,482千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自  平成24年２月１日  至  平成24年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

設計コンサル
ティング

カスタマー
サポート

申請監理 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 998,113259,961176,4061,434,481 ― 1,434,481

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 998,113259,961176,4061,434,481 ― 1,434,481

セグメント利益 340,554 21,243 26,077 387,875△90,711297,163

（注）１．セグメント利益の調整額△90,711千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

従来の報告セグメント名称を「建築設備設計コンサルティング事業」については「設計コンサルティ

ング事業」へ、「建築設備申請監理事業」については「申請監理事業」へ変更しておりますが、事業区分

の方法に変更はありません。また、従来は低層住宅向けのサービスを「建築設備設計コンサルティング事

業」に集約しておりましたが、当連結会計年度より事業区分の見直しを行った結果、新築住宅市場を対象

とした「設計コンサルティング事業」と既築住宅市場を対象とした「カスタマーサポート事業」を区分

して表示することに変更しました。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

ています。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年２月１日
至　平成23年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年２月１日
至　平成24年７月31日)

１株当たり四半期純利益金額(円) 65.89 40.06

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 294,442 179,028

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 294,442 179,028

普通株式の期中平均株式数（株） 4,468,727 4,468,727

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要　

───────
 

 

───────
 

 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第23期（平成24年２月１日から平成24年12月31日まで）中間配当について、平成24年９月７日開催の取

締役会にて、平成24年７月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議

いたしました。

①　配当金の総額 　　 134,061千円

②　１株当たりの金額     　  30円00銭

③　支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成24年10月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成24年９月11日

株式会社エプコ

取締役会　御中

　

あらた監査法人

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小　　沢　　直　　靖　　印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　齊　　藤　　　　　剛　　印

　
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会
社エプコの平成24年２月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24
年５月１日から平成24年７月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年２月１日から平成24年７月
31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結
包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四
半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。

　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エプコ及び連結子会社の平成24年７
月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
その他の事項
　会社の平成24年１月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結
累計期間に係る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって
四半期レビュー及び監査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成23年９月12
日付けで無限定の結論を表明しており、また、当該連結財務諸表に対して平成24年４月20日付けで無限定適正
意見を表明している。

　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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